
 

表 60 《大学生》 

全　体 虐待である
場合によっ
ては虐待で
ある

虐待でない わからない 無回答 平　均

673 391 148 56 74 4 1.56
100.0 58.1 22.0 8.3 11.0 0.6

276 167 53 29 25 2 1.55
100.0 60.5 19.2 10.5 9.1 0.7

348 196 85 22 43 2 1.57
100.0 56.3 24.4 6.3 12.4 0.6

48 28 10 5 5 - 1.53
100.0 58.3 20.8 10.4 10.4 -

1 - - - 1 - -
100.0 - - - 100.0 -

親がギャンブルにお金を使ったため、給食費が払えない

児
童
虐
待
問
題
の
内
容
認

知
状
況

調査数

知っている

やや知っている

あまり知らない

知らない  
表 61 《大学生》 

全　体 虐待である
場合によっ
ては虐待で
ある

虐待でない わからない 無回答 平　均

673 150 315 114 89 5 1.06
100.0 22.3 46.8 16.9 13.2 0.7

276 70 125 47 31 3 1.10
100.0 25.4 45.3 17.0 11.2 1.1

348 68 173 55 50 2 1.04
100.0 19.5 49.7 15.8 14.4 0.6

48 12 17 12 7 - 1.00
100.0 25.0 35.4 25.0 14.6 -

1 - - - 1 - -
100.0 - - - 100.0 -

子どもの高熱を座薬によって下げ、適切な医者の診断なく、翌朝、保育所に連れて行く

児
童
虐
待
問
題
の
内
容
認

知
状
況

調査数

知っている

やや知っている

あまり知らない

知らない  
表 62 《大学生》 

全　体 虐待である
場合によっ
ては虐待で
ある

虐待でない わからない 無回答 平　均

673 511 127 11 18 6 1.77
100.0 75.9 18.9 1.6 2.7 0.9

276 219 43 5 6 3 1.80
100.0 79.3 15.6 1.8 2.2 1.1

348 259 70 5 11 3 1.76
100.0 74.4 20.1 1.4 3.2 0.9

48 33 14 1 - - 1.67
100.0 68.8 29.2 2.1 - -

1 - - - 1 - -
100.0 - - - 100.0 -

子どもの話しかけを一切無視して答えない

児
童
虐
待
問
題
の
内
容
認

知
状
況

調査数

知っている

やや知っている

あまり知らない

知らない  
 

表 63 《大学生》 

全　体 虐待である
場合によっ
ては虐待で
ある

虐待でない わからない 無回答 平　均

673 633 26 2 7 5 1.95
100.0 94.1 3.9 0.3 1.0 0.7

276 264 8 - 2 2 1.97
100.0 95.7 2.9 - 0.7 0.7

348 322 17 2 4 3 1.94
100.0 92.5 4.9 0.6 1.1 0.9

48 47 1 - - - 1.98
100.0 97.9 2.1 - - -

1 - - - 1 - -
100.0 - - - 100.0 -

「殺してやる」と真剣な表情で包丁を子どもに突きつける

児
童
虐
待
問
題
の
内
容
認

知
状
況

調査数

知っている

やや知っている

あまり知らない

知らない  
 
 
 

 

 

資料  調査１ 認識度調査票 

 

児童虐待についての認識アンケート調査の実施について 

（ご協力のお願い） 

 
今年度、奈良県では、「児童虐待防止」に関して、次代の親世代となる若年層に啓発するための

有効な手法の調査・開発を実施します。 
本事業は、流通科学大学 加藤教授へ委託しており、同学医療福祉サービス学科の学生の意見を

反映しながら進めて行きます。 
本調査におきましても、同大学の学生により実施しますので、アンケート調査の実施にご協力い

ただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 
現在、私たちは大学で児童虐待の問題について学んでいます。その中で、児童虐待がない社会の実

現のために今私たちができることについて考えてきました。 

このアンケート調査は、高校生･大学生を対象として、若年層の児童虐待についての認識を把握する

ことを目的としています。このアンケート結果を考察し、高校生・大学生による児童虐待防止の啓発

につなげたいと思います。 

回収したアンケート用紙は統計的に処理し、得たデータは調査目的以外に使用することはありませ

ん。調査の趣旨をご理解いただき、ご協力お願いします。 

 

 

 

問１．児童虐待についてお聞きします。 

(１)「児童虐待」という言葉について 

1.よく見聞きする  2.たまに見聞きする   3．あまり見聞きしない  4.見聞きしたことがない 

（２）（１）で１～３と答えた人にお聞きします。児童虐待の言葉はどこで知りましたか？ 

１．テレビ・ラジオ  ２．新聞・雑誌  ３．本（漫画を含む） ４．映画  

５．学校の授業  ６．講演会  ７．その他（                        ） 

（３）児童虐待問題の内容を知っていますか？ 

     １．知っている ２．やや知っている ３．あまり知らない ４．知らない 

 （４）児童虐待問題について関心がありますか？ 

１．ある    ２.ややある   ３．あまりない  ４．関心がない 

問２．オレンジリボンについてお聞きします。 

(１)オレンジリボンを知っていますか？ 

１．知っている    ２．知らない   

 高 
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A 「知っている」と答えた人のみお聞きします。知らないと答えた人は問３へ進んで下さい 

オレンジリボンをどのような方法で知りましたか？（あてはまるのに○で囲んで下さい） 

1.学園祭      2.ＣＭ   3.ティッシュ   4.リーフレット  5.ライトアップ   

6.ボールペン   7.ピンバッチ  8.リボン  9.ポスター    10.広報誌   

11.学校の授業  12.サッカーの親善試合    13.バスの車体広告  14.Ｔシャツ  

15.ステッカー  16.たれ幕    17.マラソン   18.講演会   

19.その他（         ） 

B  オレンジリボン運動は児童虐待防止の啓発活動だと知っていますか？ 

１．知っている    ２．知らない  ３．少し知っている 

 

C オレンジリボンの運動・児童虐待防止啓発を広めるためにはどのような方法が有効だと思います

か？ （３つまで○で囲んで下さい） 

 

問３．児童虐待の問題についてお聞きします。 

 (１)現在、若年の親による児童虐待が問題になっています。同年代としてどのようなことが原因だ

と思いますか？ （３つまで○で囲んで下さい） 

1.望まない妊娠   2.相談相手がいない   3.子育ての方法が分からない   

4.子どもがかわいいと思えない            5.子育てに協力してくれる人がいない  

   6.経済的な問題   7.児童虐待防止についての情報不足    

1.学園祭などのイベントで広報活動をする   2.ＣＭを作る   3.街角でポケットティッシュを配る 

4.リーフレット(パンフレット)を配布する   5.建物（タワーや橋など）をオレンジにライトアップする 

6.グッズ(ボールペン･ピンバッチ･ステッカー･Ｔシャツなど)を無料で配布する  

7.グッズ(ボールペン･ピンバッチ･ステッカー･Ｔシャツなど)を販売する 

8.オレンジリボンの｢リボン｣を作って配布する   9.ポスターを貼る   10.広報誌を作る  

11.学校の授業で取り上げる     12.サッカーなどのスポーツで親善試合をする   

13.電車の吊り広告やバスの車体広告をする   14.たれ幕を作る    

15.マラソン大会を企画する  16.映画を作る   17.講演会   18.有名人が呼びかける 

19.その他(                                               ) 
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問４．下の各事例に対して、あなたの考えに近い選択肢を１つ選んでチェックしてください。 

 

  
事例   

※乳幼児とは、０歳～小学校入学までの子どものこと 

虐待で
ある 

場合に 

よっては 

虐待で 

ある 

虐待で 
ない 

わから 
ない 

1 親がパチンコをしている間、乳幼児を車に残しておく         

2 罰として、子どもを夜中まで外に立たせておく         

3 夜遊びをして親の帰りが遅いため、子どもはいつも夕食を 1人で食べている         

4 乳幼児が泣いていても無視して、抱っこしてあげない         

5 夜、幼い子どもを寝かしつけてから、夫婦で遊びに出かける         

6 親が思春期の異性の子どもと一緒にお風呂に入る         

7 子どもの腹を足で蹴り上げる         

8 他のきょうだいと比べて「お前はダメだ」という         

9 子どもが仲間を家に呼んで飲酒しているのに、親は何も言わない         

10 親が子どもを叩いたが、けがやあざは生じなかった         

11 子どもが嫌がるのに、年齢にあっていない早期教育を強要する         

12 親が洗濯しないので、子どもはいつも不衛生な服を着ている         

13 子どもにタバコの火を押しつける         

14 
太っているなどの身体的特徴を気にしている子に、親が「お前はいつ見ても 

太っているね」という 
        

15 親が自分の好みで娘に露出度の高い服を着せる         

16 幼児同士が刃物で遊んでいるのに止めない         

17 親が子どもを叩いたら医者による治療が必要な傷ができた         

 

18 親が言葉をかけないので、子どもの発達が遅れている         

19 罰として子どもに長時間正座させる         

20 子どもが精神的に不安定なのに、専門的な診断や援助を受けさせない         

21 親が思春期の娘の胸を触る     

22 子どもに「あんたなんか生まれてこなければよかった」としばしば言う         

23 親がギャンブルにお金を使ったため、給食費が払えない         

24 子どもの高熱を座薬によって下げ、適切な医者の診断なく、翌朝、保育所に連れて行く         

25 子どもの話しかけを一切無視して答えない         

26 「殺してやる」と真剣な表情で包丁を子どもに突きつける         

27 親が酒に酔うと、子どもを叩いている         

28 罰として、子どもの頭をつるつるに剃る         

29 家出した子どもが帰ってきても、家に入れない         

30 親が子どもの世話をいやがり、ミルクを与える回数が不足している         

31 罰として、子どもの大事にしていたおもちゃを捨てる         

32 子どもに慢性疾患があり、生命に危険があるのに、病院に連れて行かない         

 

8.｢いのち｣について軽く考えている   9.自分で｢助けて｣と言えない   10.ストレス  

11.虐待を受けた経験がある   12.個人の性格の問題である         13.わからない 

13．その他（                             ）  

 

(２)どのようなことがあれば防ぐことができたと思いますか？(３つまで○で囲んで下さい) 

1.親のための子育て教室              2.望まない妊娠を防ぐ性教育    

3.子育てを支援してくれる団体の情報   4.相談相手がいる   5.子どもの成長の知識   6.小さい

子どもとふれあう機会          7.身近で子育てに協力してくれる人    

8.経済的支援(子ども手当など)の増加    9.「いのち」の大切さを学ぶ機会    

10.児童虐待防止についての正しい知識・啓発       11．子どもを大切にするまちづくり  12.虐待事

件への厳罰化   13.防ぐことはできない 

14.その他（                             ） 

 (３)自分の身の回りで「児童虐待かもしれない」と児童虐待を身近に感じたことはありますか？ 

1.ある       2.ない 

(４)（３）で 1.あると答えた方、それはどのような内容でしたか？ 

   1.虐待場面を目撃  2.友達から相談  3.きょうだいが虐待を受けていた 

   4.自分が虐待を受けていた 

(５)児童虐待の通告義務を知っていますか？ 

1.知っている    2.知らない 

(６)児童虐待の通告や相談にのってくれる場所を知っていますか？ 

   1.知っている    2. 知らない 

「知っている」と答えた方についておうかがいします。それはどこでしょうか。 

         （該当するところはいくつも○をお願いします） 

1.児童相談所   2.市町村の相談窓口   3.病院   4.学校   5.保健センター 

    6.警察署    7.保育所    8．民生児童委員   9．民間の虐待防止ホットライン 

10.その他（                                                   ） 
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問４．下の各事例に対して、あなたの考えに近い選択肢を１つ選んでチェックしてください。 

 

  
事例   

※乳幼児とは、０歳～小学校入学までの子どものこと 

虐待で
ある 

場合に 

よっては 

虐待で 

ある 

虐待で 
ない 

わから 
ない 

1 親がパチンコをしている間、乳幼児を車に残しておく         

2 罰として、子どもを夜中まで外に立たせておく         

3 夜遊びをして親の帰りが遅いため、子どもはいつも夕食を 1人で食べている         

4 乳幼児が泣いていても無視して、抱っこしてあげない         

5 夜、幼い子どもを寝かしつけてから、夫婦で遊びに出かける         

6 親が思春期の異性の子どもと一緒にお風呂に入る         

7 子どもの腹を足で蹴り上げる         

8 他のきょうだいと比べて「お前はダメだ」という         

9 子どもが仲間を家に呼んで飲酒しているのに、親は何も言わない         

10 親が子どもを叩いたが、けがやあざは生じなかった         

11 子どもが嫌がるのに、年齢にあっていない早期教育を強要する         

12 親が洗濯しないので、子どもはいつも不衛生な服を着ている         

13 子どもにタバコの火を押しつける         

14 
太っているなどの身体的特徴を気にしている子に、親が「お前はいつ見ても 

太っているね」という 
        

15 親が自分の好みで娘に露出度の高い服を着せる         

16 幼児同士が刃物で遊んでいるのに止めない         

17 親が子どもを叩いたら医者による治療が必要な傷ができた         

 

18 親が言葉をかけないので、子どもの発達が遅れている         

19 罰として子どもに長時間正座させる         

20 子どもが精神的に不安定なのに、専門的な診断や援助を受けさせない         

21 親が思春期の娘の胸を触る     

22 子どもに「あんたなんか生まれてこなければよかった」としばしば言う         

23 親がギャンブルにお金を使ったため、給食費が払えない         

24 子どもの高熱を座薬によって下げ、適切な医者の診断なく、翌朝、保育所に連れて行く         

25 子どもの話しかけを一切無視して答えない         

26 「殺してやる」と真剣な表情で包丁を子どもに突きつける         

27 親が酒に酔うと、子どもを叩いている         

28 罰として、子どもの頭をつるつるに剃る         

29 家出した子どもが帰ってきても、家に入れない         

30 親が子どもの世話をいやがり、ミルクを与える回数が不足している         

31 罰として、子どもの大事にしていたおもちゃを捨てる         

32 子どもに慢性疾患があり、生命に危険があるのに、病院に連れて行かない         
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A 「知っている」と答えた人のみお聞きします。知らないと答えた人は問３へ進んで下さい 

オレンジリボンをどのような方法で知りましたか？（あてはまるのに○で囲んで下さい） 

1.学園祭      2.ＣＭ   3.ティッシュ   4.リーフレット  5.ライトアップ   

6.ボールペン   7.ピンバッチ  8.リボン  9.ポスター    10.広報誌   

11.学校の授業  12.サッカーの親善試合    13.バスの車体広告  14.Ｔシャツ  

15.ステッカー  16.たれ幕    17.マラソン   18.講演会   

19.その他（         ） 

B  オレンジリボン運動は児童虐待防止の啓発活動だと知っていますか？ 

１．知っている    ２．知らない  ３．少し知っている 

 

C オレンジリボンの運動・児童虐待防止啓発を広めるためにはどのような方法が有効だと思います

か？ （３つまで○で囲んで下さい） 

 

問３．児童虐待の問題についてお聞きします。 

 (１)現在、若年の親による児童虐待が問題になっています。同年代としてどのようなことが原因だ

と思いますか？ （３つまで○で囲んで下さい） 

1.望まない妊娠   2.相談相手がいない   3.子育ての方法が分からない   

4.子どもがかわいいと思えない            5.子育てに協力してくれる人がいない  

   6.経済的な問題   7.児童虐待防止についての情報不足    

1.学園祭などのイベントで広報活動をする   2.ＣＭを作る   3.街角でポケットティッシュを配る 

4.リーフレット(パンフレット)を配布する   5.建物（タワーや橋など）をオレンジにライトアップする 

6.グッズ(ボールペン･ピンバッチ･ステッカー･Ｔシャツなど)を無料で配布する  

7.グッズ(ボールペン･ピンバッチ･ステッカー･Ｔシャツなど)を販売する 

8.オレンジリボンの｢リボン｣を作って配布する   9.ポスターを貼る   10.広報誌を作る  

11.学校の授業で取り上げる     12.サッカーなどのスポーツで親善試合をする   

13.電車の吊り広告やバスの車体広告をする   14.たれ幕を作る    

15.マラソン大会を企画する  16.映画を作る   17.講演会   18.有名人が呼びかける 

19.その他(                                               ) 

 

33 親がカラオケなどで遊んでいて家に帰らず、食事を作らない         

34 親が子どもを叩いたら、あざができた         

35 親が子どもにポルノビデオを見せる         

 

問５．自分が虐待する親になるなんて誰も考えていないと思います。しかし、現実は、児童虐待で子

どもの生命が奪われる痛ましい事件が起こっています。虐待しない親になるために、あなたは

親になるまでに何ができると思いますか？      （自由回答） 

 

 

 

 

 

 

 

問６．親が子どものためを思って叩くことはしつけだと思いますか？ 

      1.しつけであり、虐待でない   2.場合によっては虐待である 

     3.叩くこと自体が虐待である 

 

問７．あなたのことについてお聞きします。 

(１)年齢        歳     (２)性別  1.男性    2.女性  

(３)きょうだいはいますか？  1.はい    2.いいえ 

 (４)今までに子ども（０歳～１歳）と接したことがありますか？ 

1.はい    2.いいえ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 
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児童虐待についての認識アンケート調査の実施について 

（ご協力のお願い） 

 
 
今年度、奈良県では、「児童虐待防止」に関して、次代の親世代となる若年層に啓発するための有効

な手法の開発を実施します。 

始めに、高校生･大学生を対象としたアンケート調査を実施し、若年層の児童虐待についての認識を

把握したいと考えました。このアンケート結果をベースに、より有効な児童虐待防止の啓発手法の開

発につなげて行きます。 

アンケート調査の結果につきましては、後日、送付させていただきます。 

回収したアンケート用紙は統計的に処理し、得たデータは調査目的以外に使用することはありませ

ん。調査の趣旨をご理解いただき、ご協力お願いします。 

 

 

 

問１．児童虐待についてお聞きします。 

(１)「児童虐待」という言葉について 

1.よく見聞きする  2.たまに見聞きする   3．あまり見聞きしない  4.見聞きしたことがない 

（２）（１）で１～３と答えた人にお聞きします。児童虐待の言葉はどこで知りましたか？ 

１．テレビ・ラジオ  ２．新聞・雑誌  ３．本（漫画を含む） ４．映画  

５．学校の授業  ６．講演会  ７．その他（                        ） 

（３）児童虐待問題の内容を知っていますか？ 

     １．知っている ２．やや知っている ３．あまり知らない ４．知らない 

 （４）児童虐待問題について関心がありますか？ 

１．ある    ２.ややある   ３．あまりない  ４．関心がない 

問２．オレンジリボンについてお聞きします。 

(１)オレンジリボンを知っていますか？ 

１．知っている    ２．知らない   

A 「知っている」と答えた人のみお聞きします。知らないと答えた人は問３へ進んで下さい 

 

 

 大 
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(２)どのようなことがあれば防ぐことができたと思いますか？(３つまで○で囲んで下さい) 

1.親のための子育て教室   2.望まない妊娠を防ぐ性教育   3.子育てを支援してくれる 

団体の情報   4.相談相手がいる   5.子どもの成長の知識   6.小さい子どもとふれあう機会   7.

身近で子育てに協力してくれる人   8.経済的支援(子ども手当など)の増加 9.「いのち」の大切さを学ぶ

機会   10.児童虐待防止についての正しい知識・啓発 11．子どもを大切にするまちづくり  12.虐待

事件への厳罰化   13.防ぐことはできない 14.その他

（                             ） 

(３)自分の身の回りで「児童虐待かもしれない」と児童虐待を身近に感じたことはありますか？ 

1.ある       2.ない 

(４)（３）で 1.あると答えた方、それはどのような内容でしたか？ 

   1.虐待場面を目撃  2.友達から相談  3.きょうだいが虐待を受けていた 

   4.自分が虐待を受けていた 

(５)児童虐待の通告義務を知っていますか？ 

1.知っている    2.知らない 

(６)児童虐待の通告や相談にのってくれる場所を知っていますか？ 

   1.知っている    2. 知らない 

「知っている」と答えた方についておうかがいします。それはどこでしょうか。 

         （該当するところはいくつも○をお願いします） 

1.児童相談所   2.市町村の相談窓口 3.病院 4.学校 5.保健センター 

    6.警察署 7.保育所 8．民生児童委員 9．民間の虐待防止ホットライン  

10.その他（                  ） 

 

問４．下の各事例に対して、あなたの考えに近い選択肢を１つ選んでチェックしてください。 

 

  
事例   

※乳幼児とは、０歳～小学校入学までの子どものこと 

虐待で
ある 

場合に 

よっては 

虐待で 

ある 

虐待で 
ない 

わから 
ない 

1 親がパチンコをしている間、乳幼児を車に残しておく         

2 罰として、子どもを夜中まで外に立たせておく         

 

オレンジリボンをどのような方法で知りましたか？（あてはまるのに○で囲んで下さい） 

1.学園祭     2.ＣＭ   3.ティッシュ  4.リーフレット  5.ライトアップ   

6.ボールペン  7.ピンバッチ  8.リボン  9.ポスター  10.広報誌   

11.学校の授業  12.サッカーの親善試合  13.バスの車体広告  14.Ｔシャツ  

15.ステッカー  16.たれ幕  17.マラソン  18.講演会 19.その他（         ） 

B  オレンジリボン運動は児童虐待防止の啓発活動だと知っていますか？ 

１．知っている    ２．知らない  ３．少し知っている 

 

C オレンジリボンの運動・児童虐待防止啓発を広めるためにはどのような方法が有効だと思います

か？ （３つまで○で囲んで下さい） 

 

問３．児童虐待の問題についてお聞きします。 

 (１)現在、若年の親による児童虐待が問題になっています。同年代としてどのようなことが原因だ

と思いますか？ （３つまで○で囲んで下さい） 

1.望まない妊娠   2.相談相手がいない   3.子育ての方法が分からない   

4.子どもがかわいいと思えない   5.子育てに協力してくれる人がいない  

  6.経済的な問題   7.児童虐待防止についての情報不足  8.｢いのち｣について軽く考えている   

 9.自分で｢助けて｣と言えない   10.ストレス 11.虐待を受けた経験がある   12.個人の性格の問題で

ある     13.わからない 13．その他 

1.学園祭などのイベントで広報活動をする   2.ＣＭを作る   3.街角でポケットティッシュを配る 

4.リーフレット(パンフレット)を配布する   5.建物（タワーや橋など）をオレンジにライトアップする 

6.グッズ(ボールペン･ピンバッチ･ステッカー･Ｔシャツなど)を無料で配布する  

7.グッズ(ボールペン･ピンバッチ･ステッカー･Ｔシャツなど)を販売する 

8.オレンジリボンの｢リボン｣を作って配布する   9.ポスターを貼る   10.広報誌を作る  

11.学校の授業で取り上げる     12.サッカーなどのスポーツで親善試合をする   

13.電車の吊り広告やバスの車体広告をする   14.たれ幕を作る    

15.マラソン大会を企画する  16.映画を作る   17.講演会   18.有名人が呼びかける 

19.その他(                                               ) 
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(２)どのようなことがあれば防ぐことができたと思いますか？(３つまで○で囲んで下さい) 

1.親のための子育て教室   2.望まない妊娠を防ぐ性教育   3.子育てを支援してくれる 

団体の情報   4.相談相手がいる   5.子どもの成長の知識   6.小さい子どもとふれあう機会   7.

身近で子育てに協力してくれる人   8.経済的支援(子ども手当など)の増加 9.「いのち」の大切さを学ぶ

機会   10.児童虐待防止についての正しい知識・啓発 11．子どもを大切にするまちづくり  12.虐待

事件への厳罰化   13.防ぐことはできない 14.その他

（                             ） 

(３)自分の身の回りで「児童虐待かもしれない」と児童虐待を身近に感じたことはありますか？ 

1.ある       2.ない 

(４)（３）で 1.あると答えた方、それはどのような内容でしたか？ 

   1.虐待場面を目撃  2.友達から相談  3.きょうだいが虐待を受けていた 

   4.自分が虐待を受けていた 

(５)児童虐待の通告義務を知っていますか？ 

1.知っている    2.知らない 

(６)児童虐待の通告や相談にのってくれる場所を知っていますか？ 

   1.知っている    2. 知らない 

「知っている」と答えた方についておうかがいします。それはどこでしょうか。 

         （該当するところはいくつも○をお願いします） 

1.児童相談所   2.市町村の相談窓口 3.病院 4.学校 5.保健センター 

    6.警察署 7.保育所 8．民生児童委員 9．民間の虐待防止ホットライン  

10.その他（                  ） 

 

問４．下の各事例に対して、あなたの考えに近い選択肢を１つ選んでチェックしてください。 

 

  
事例   

※乳幼児とは、０歳～小学校入学までの子どものこと 

虐待で
ある 

場合に 

よっては 

虐待で 

ある 

虐待で 
ない 

わから 
ない 

1 親がパチンコをしている間、乳幼児を車に残しておく         

2 罰として、子どもを夜中まで外に立たせておく         
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児童虐待についての認識アンケート調査の実施について 

（ご協力のお願い） 

 
 
今年度、奈良県では、「児童虐待防止」に関して、次代の親世代となる若年層に啓発するための有効

な手法の開発を実施します。 

始めに、高校生･大学生を対象としたアンケート調査を実施し、若年層の児童虐待についての認識を

把握したいと考えました。このアンケート結果をベースに、より有効な児童虐待防止の啓発手法の開

発につなげて行きます。 

アンケート調査の結果につきましては、後日、送付させていただきます。 

回収したアンケート用紙は統計的に処理し、得たデータは調査目的以外に使用することはありませ

ん。調査の趣旨をご理解いただき、ご協力お願いします。 

 

 

 

問１．児童虐待についてお聞きします。 

(１)「児童虐待」という言葉について 

1.よく見聞きする  2.たまに見聞きする   3．あまり見聞きしない  4.見聞きしたことがない 

（２）（１）で１～３と答えた人にお聞きします。児童虐待の言葉はどこで知りましたか？ 

１．テレビ・ラジオ  ２．新聞・雑誌  ３．本（漫画を含む） ４．映画  

５．学校の授業  ６．講演会  ７．その他（                        ） 

（３）児童虐待問題の内容を知っていますか？ 

     １．知っている ２．やや知っている ３．あまり知らない ４．知らない 

 （４）児童虐待問題について関心がありますか？ 

１．ある    ２.ややある   ３．あまりない  ４．関心がない 

問２．オレンジリボンについてお聞きします。 

(１)オレンジリボンを知っていますか？ 

１．知っている    ２．知らない   

A 「知っている」と答えた人のみお聞きします。知らないと答えた人は問３へ進んで下さい 

 

 

 大 

 

3 夜遊びをして親の帰りが遅いため、子どもはいつも夕食を 1人で食べている         

4 乳幼児が泣いていても無視して、抱っこしてあげない         

5 夜、幼い子どもを寝かしつけてから、夫婦で遊びに出かける         

6 親が思春期の異性の子どもと一緒にお風呂に入る         

7 子どもの腹を足で蹴り上げる         

8 他のきょうだいと比べて「お前はダメだ」という         

9 子どもが仲間を家に呼んで飲酒しているのに、親は何も言わない         

10 親の性的満足のために自分の性器を子どもに触らせる         

11 親が子どもを叩いたが、けがやあざは生じなかった         

12 子どもが嫌がるのに、年齢にあっていない早期教育を強要する         

13 親が洗濯しないので、子どもはいつも不衛生な服を着ている         

14 子どもにタバコの火を押しつける         

15 太っているのを気にしている子に、親が「お前はいつ見ても太っているね」という         

16 親が自分の好みで娘に露出度の高い服を着せる         

17 親が 18歳未満の子どもと性交する         

18 幼児同士が刃物で遊んでいるのに止めない         

19 親が子どもを叩いたら医者による治療が必要な傷ができた         

20 親が言葉をかけないので、子どもの発達が遅れている         

21 罰として子どもに長時間正座させる         

22 子どもが精神的に不安定なのに、専門的な診断や援助を受けさせない         

23 親が思春期の娘の胸を触る     

      

24 子どもに「あんたなんか生まれてこなければよかった」としばしば言う         

25 親がギャンブルにお金を使ったため、給食費が払えない         

26 子どもの高熱を座薬によって下げ、適切な医者の診断なく、翌朝、保育所に連れて行く         

27 子どもの話しかけを一切無視して答えない         

28 「殺してやる」と真剣な表情で包丁を子どもに突きつける         

29 親が酒に酔うと、子どもを叩いている         

30 罰として、子どもの頭をつるつるに剃る         

31 家出した子どもが帰ってきても、家に入れない         

32 親が子どもの性器を触る         

33 親が子どもの世話をいやがり、ミルクを与える回数が不足している         

34 親が性交の様子などを含めて自分の異性体験について子どもに話す         

35 罰として、子どもの大事にしていたおもちゃを捨てる         

36 子どもに慢性疾患があり、生命に危険があるのに、病院に連れて行かない         

37 親がカラオケなどで遊んでいて家に帰らず、食事を作らない         

38 親が子どもを叩いたら、あざができた         

39 親が子どもにポルノビデオを見せる         
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問５．自分が虐待する親になるなんて誰も考えていないと思います。しかし、現実は、児童虐待で子

どもの生命が奪われる痛ましい事件が起こっています。虐待しない親になるために、あなたは

親になるまでに何ができると思いますか？      （自由回答） 

 

 

 

 

 

 

 

問６．親が子どものためを思って叩くことはしつけだと思いますか？ 

      1.しつけであり、虐待でない   2.場合によっては虐待である 

     3.叩くこと自体が虐待である 

 

問７．あなたのことについてお聞きします。 

(１)年齢        歳     (２)性別  1.男性    2.女性  

(３)あなたの所属は？ 

大学        学部 

(４)きょうだいはいますか？  1.はい    2.いいえ 

 (５)今までに子ども（０歳～１歳）と接したことがありますか？ 

1.はい    2.いいえ 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

ご協力ありがとうございました。 

問い合わせ先 
 奈良県 健康福祉部 こども・女性局 こども家庭課 児童虐待対策係 
     電話 0742-27-8605  FAX0742-27-8107 
     E メール  kodomo@office.pref.nara.lg.jp 
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・平成 22 年度の予算はどのくらいですか        (          円) 
・実施されて小学生、中学生で最も関心の高かったものを番号でお書きください 

(                                            
・｢いいえ｣と答えた都道府県にお聞きします。実施されていない理由を教えてください。 
Ⅱ．高校・大学生を対象にした啓発活動を行なっていますか？ 

１、はい  ・  ２、いいえ 
Ⅰ「はい」とお答えくださった場合、さらにお伺いします。 
・平成 22 年度はどのような方法でしたか？(実施しているもの全てに○をつけてください。) 
1.学園祭などのイベントで広報活動をする( 高・大 ) 2.ＣＭを作る( 高・大 ) 

3.街角でポケットティッシュを配る( 高・大 )  

4.リーフレット(パンフレット)を配布する( 高・大 ) 

5.グッズ(ボールペン･ピンバッチ･ステッカー･Ｔシャツなど)を無料で配布する( 高・大 )  

6.オレンジリボンの｢リボン｣を作って配布する( 高・大 ) 7.ポスターを貼る( 高・大 )   

8.広報誌を作る( 高・大 ) 9.学校の授業で取り上げる( 高・大 )   

10.サッカーなどのスポーツで親善試合をする( 高・大 ) 11.たれ幕を作る( 高・大 )   

12.マラソン大会を企画する( 高・大 ) 

13.講演会( 

高校 年に   回，規模…のべ     人，内容,タイトル…             ) 

大学年に    回，規模…のべ     人，内容,タイトル…             ) 

14.その他(                                      ) 

・予算はいくらくらいでしたか？        (          円) 
・最も関心の高かったものを番号でお書きください(                    ) 
 高校生（                                ） 
 大学生（                                ） 
２｢いいえ｣と答えた都道府県にお聞きします。実施していない理由を教えてください。 
Ⅲ．一般の方を対象にした啓発活動を行なっていますか？ 

１、はい  ・  ２、いいえ 
・１「はい」とお答えくださった場合、さらにお伺いします。 
平成 22 年度はどのような方法ですか？(実施しているもの全てに○をつけてください。) 
1.学園祭などのイベントで広報活動をする 2.ＣＭを作る 

3.街角でポケットティッシュを配る 4.リーフレット(パンフレット)を配布する 

5.タワーや橋をオレンジにライトアップする 

6.グッズ(ボールペン･ピンバッチ･ステッカー･Ｔシャツなど)を無料で配布する  

7.グッズ(ボールペン･ピンバッチ･ステッカー･Ｔシャツなど)を販売する  

8.オレンジリボンの｢リボン｣を作って配布する  9.ポスターを貼る  10.広報誌を作る   11.学校の授業

で取り上げる  12.サッカーなどのスポーツで親善試合をする 13.バスの車体広告をする  14.たれ幕を

作る  15.マラソン大会を企画する 

16．講演会(年に  回，規模…のべ     人，内容,タイトル…             ) 

17．その他(                                      ) 

 

資料２ 調査２調査票都道府県における児童虐待防止啓発活動についての調査 

 
現在、私たちは大学で児童虐待の問題について学んでいます。その中で、児童虐待がない社会の実

現のために今、私たちができることについて考えてきました。 
 このアンケート調査は小学生から大学生までの若年層を対象とした児童虐待防止啓発活動を地方自

治体がどのように実施されているかを調査するものです。このアンケート調査結果から、私たちが小

学生から大学生までの若年層に向けた児童虐待防止啓発活動の参考にさせていただきたいと考えてい

ます。 
 お忙しいこととは思いますが、是非回答をよろしくお願い致します。 
 回収したアンケート用紙は統計的に処理し、得たデータは調査目的以外に使用することはありませ

ん。調査の主旨をご理解いただき、ご協力お願いします 
 
・都道府県名・（市町村名）を教えてください         (          ) 
・児童虐待を担当する部署名を教えてください       (          ) 
・平成２２年度の児童虐待受理件数を教えてください    (         件) 
・児童虐待受理の内訳 
身体的虐待 心理的虐待 ネグレクト 性的虐待 
       件        件        件        件 
 
Ⅰ・児童虐待防止についての啓発活動を実施されていますか？ 

１、はい  ・  ２、いいえ 
「はい」と答えた都道府県に具体的な啓発内容についてお聞きします。 
１）小学生・中学生を対象にした啓発活動を行なっていますか？ 

１、はい  ・  ２、いいえ 
２）平成 22 年度実施では、具体的にはどのような方法でしたか？(実施している場合、全てに○をつ

けてください。) 
1.学園祭などのイベントで広報活動をする( 小・中 ) 2.ＣＭを作る( 小・中 )  

3.街角でポケットティッシュを配る( 小・中 ) 

4.リーフレット(パンフレット)を配布する( 小・中 )   

5.グッズ(ボールペン･ピンバッチ･ステッカー･Ｔシャツなど)を無料で配布する( 小・中 )   

6.オレンジリボンの｢リボン｣を作って配布する( 小・中 ) 7.ポスターを貼る( 小・中 )    

8.広報誌を作る( 小・中 ) 9.学校の授業で取り上げる( 小・中 )   

10.サッカーなどのスポーツで親善試合をする( 小・中 ) 

11.たれ幕を作る( 小・中 ) 

12.マラソン大会を企画する( 小・中 )  

13.講演会 

小学校 年に  回，規模…参加    人，内容,タイトル…            

中学校 年に  回，規模…参加    人，内容,タイトル…          

14.その他(                                      ) 
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・平成 22 年度の予算はどのくらいですか        (          円) 
・実施されて小学生、中学生で最も関心の高かったものを番号でお書きください 

(                                            
・｢いいえ｣と答えた都道府県にお聞きします。実施されていない理由を教えてください。 
Ⅱ．高校・大学生を対象にした啓発活動を行なっていますか？ 

１、はい  ・  ２、いいえ 
Ⅰ「はい」とお答えくださった場合、さらにお伺いします。 
・平成 22 年度はどのような方法でしたか？(実施しているもの全てに○をつけてください。) 
1.学園祭などのイベントで広報活動をする( 高・大 ) 2.ＣＭを作る( 高・大 ) 

3.街角でポケットティッシュを配る( 高・大 )  

4.リーフレット(パンフレット)を配布する( 高・大 ) 

5.グッズ(ボールペン･ピンバッチ･ステッカー･Ｔシャツなど)を無料で配布する( 高・大 )  

6.オレンジリボンの｢リボン｣を作って配布する( 高・大 ) 7.ポスターを貼る( 高・大 )   

8.広報誌を作る( 高・大 ) 9.学校の授業で取り上げる( 高・大 )   

10.サッカーなどのスポーツで親善試合をする( 高・大 ) 11.たれ幕を作る( 高・大 )   

12.マラソン大会を企画する( 高・大 ) 

13.講演会( 

高校 年に   回，規模…のべ     人，内容,タイトル…             ) 

大学年に    回，規模…のべ     人，内容,タイトル…             ) 

14.その他(                                      ) 

・予算はいくらくらいでしたか？        (          円) 
・最も関心の高かったものを番号でお書きください(                    ) 
 高校生（                                ） 
 大学生（                                ） 
２｢いいえ｣と答えた都道府県にお聞きします。実施していない理由を教えてください。 
Ⅲ．一般の方を対象にした啓発活動を行なっていますか？ 

１、はい  ・  ２、いいえ 
・１「はい」とお答えくださった場合、さらにお伺いします。 
平成 22 年度はどのような方法ですか？(実施しているもの全てに○をつけてください。) 
1.学園祭などのイベントで広報活動をする 2.ＣＭを作る 

3.街角でポケットティッシュを配る 4.リーフレット(パンフレット)を配布する 

5.タワーや橋をオレンジにライトアップする 

6.グッズ(ボールペン･ピンバッチ･ステッカー･Ｔシャツなど)を無料で配布する  

7.グッズ(ボールペン･ピンバッチ･ステッカー･Ｔシャツなど)を販売する  

8.オレンジリボンの｢リボン｣を作って配布する  9.ポスターを貼る  10.広報誌を作る   11.学校の授業

で取り上げる  12.サッカーなどのスポーツで親善試合をする 13.バスの車体広告をする  14.たれ幕を

作る  15.マラソン大会を企画する 

16．講演会(年に  回，規模…のべ     人，内容,タイトル…             ) 

17．その他(                                      ) 
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問５．自分が虐待する親になるなんて誰も考えていないと思います。しかし、現実は、児童虐待で子

どもの生命が奪われる痛ましい事件が起こっています。虐待しない親になるために、あなたは

親になるまでに何ができると思いますか？      （自由回答） 

 

 

 

 

 

 

 

問６．親が子どものためを思って叩くことはしつけだと思いますか？ 

      1.しつけであり、虐待でない   2.場合によっては虐待である 

     3.叩くこと自体が虐待である 

 

問７．あなたのことについてお聞きします。 

(１)年齢        歳     (２)性別  1.男性    2.女性  

(３)あなたの所属は？ 

大学        学部 

(４)きょうだいはいますか？  1.はい    2.いいえ 

 (５)今までに子ども（０歳～１歳）と接したことがありますか？ 

1.はい    2.いいえ 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

ご協力ありがとうございました。 

問い合わせ先 
 奈良県 健康福祉部 こども・女性局 こども家庭課 児童虐待対策係 
     電話 0742-27-8605  FAX0742-27-8107 
     E メール  kodomo@office.pref.nara.lg.jp 

 

 
・予算はどのくらいですか        (          円) 
・最も取り組みやすかったものを番号でお書きください(                  ) 
・最も関心の高かったものを番号でお書きください(                    ) 
 
 
・｢いいえ｣と答えた都道府県にお聞きします。啓発活動を実施していない理由を教えてください。 
 
・機関・団体と協力して啓発活動を行なっていますか 

１、はい  ・  ２、いいえ 
 
「はい」と答えた都道府県にお聞きします。 
・協力している機関・団体を教えてください。（複数回答可） 
１．学校 ２．社会福祉協議会 ３．ＮＰＯ法人 ４．児童相談所 ６．民生委員・児童委員 ７．

民間企業 ８．その他（        ） 
・取り組みで推薦できる内容があれば、教えてください。 
 どこの      
どういった内容 

Ⅳ オレンジリボン活動をご存じですか 
１、はい  ・  ２、いいえ 

 
｢はい｣と答えた都道府県に活動方法についてお聞きします。 

該当する内容のいずれかに○をつけてください。 
 
1. オレンジリボン活動と児童虐待防止啓発活動を同一のものとして行なっている 
2. オレンジリボン活動と児童虐待防止啓発活動を一部重ねて行なっている 
3. オレンジリボン活動と児童虐待防止啓発活動を別のものとして行なっている 
・中・高・大学生に対して児童虐待防止の啓発活動をさらに広げるためには、どのようなことが必要

だと思いますか？ どのような取り組みが期待できそうですか。 
 
 
 
 
 
 
              ご回答を賜りありがとうございました。結果はご報告いたします。 
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 2011 年 7 月 30 日 
   
 
 
 
各都道府県 虐待対応担当者 各位 
 
 
 

都道府県における児童虐待防止啓発活動についての調査ご回答依頼 
 
 
平素はお世話になります。 

このたび、私どもは、自治体の委託を受け、大学生による児童虐待防止啓発事業開発について進めて

おります。是非、趣旨にご賛同を賜りますことをお願い申し上げます。 
 
 近年、乳幼児の虐待事案は増加の一途をたどっております。中でも若い妊娠、出産など、青少年問

題として、虐待問題を取り組む必要性を感じています。そういった若い親と同年代の学生自らが、児

童虐待問題をどのようにとらえていくのかを考える課程の中で、児童虐待防止啓発活動が実際、各自

治体でどのように取り組まれているのかを調べていくことになりました。 
  
 お忙しいこととは思いますが、是非回答をよろしくお願い致します。 
 回収したアンケート用紙は統計的に処理し、得たデータは調査目的以外に使用することはありませ

ん。調査の主旨をご理解いただき、ご協力お願いします 
 また、結果につきましては、後日、希望があれば、送付させていただきたいと願っております。 
 8 月 20 日までにご返送いただければ幸いです。 
 
 
 
                   流通科学大学 サービス産業学部  
                     子ども家庭福祉演習生  名 
                     担当指導教官     加藤曜子 
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資料 調査３                          ２０１１年１１月１５日 

  
オレンジリボンに関するアンケート調査  

    （実施主体：加藤曜子ゼミ） 

 
さる１０月１５日の大学祭におきましては、オレンジリボン運動参加ありがとうございました。今

回フォローアップのアンケートをお願いするしだいです。お忙しい中、ご協力よろしくお願いします。 
 これはテストではありませんので、ありのままご回答をお願いいたします。あてはまる回答に○で

囲んでください。記入漏れのないようにお願いいたします。 
 
 
１． あなたは、今年（２０１１年）の大学祭(流行祭)の一日目の 

１０月１５日に参加しましたか？ 
①はい  ②いいえ 

 
２． あなたは、大学祭（流行祭）前にオレンジリボンという言葉を 

聞いたことがありましたか？ 
     ①はい   ②いいえ 

 
３．   あなたは、大学祭（流行祭）で、配布されたオレンジリボンをつけましたか？ 

①はい  ②いいえ  
                

４．  オレンジリボンの意味は以下のどれでしょうか？ 
① エイズ撲滅運動 
② 乳がん検診の早期受診と治療を推進 
③ 移植医療運動 
④ 児童虐待防止、子どもを守る運動 
⑤ 環境保護活動 

 
５． あなたは、今後、オレンジリボン運動を応援しますか？ 

 ①はい   ②いいえ 
                 
あなたは ①男性 ②女性 
      
 
                        ありがとうございました。 
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資料  調査３ オレンジリボン 

 
 
  オレンジリボンキャンペーン調査研究ご協力のお願い 
 

加藤曜子ゼミは、近畿圏内の子ども虐待防止委託事業として、学生のための虐待防止啓発方策検

討事業を担当することになりました。 
 
 子どもの虐待は全国各地で発生しております。１０代の親が子育てをつらいものとなったり、望ま

ない妊娠で子どもを出産してしまうなど子どもにとっては厳しい時代となっています。 
 
 オレンジリボンキャンペーンは、栃木県で二人の子どもが虐待で命を失われたことから、虐待防止

キャンペーンとして始まり、児童虐待防止全国ネットワークとして全国的に広がっています。 
 
本学については、子ども虐待防止委託事業の一環として、マーケティング手法を利用したオレンジ

リボン活動について研究調査を実施することになりました。 
 
本学の学園祭の参加する学生ブースすべてにオレンジリボンを配布いたします。 
 
学園祭の中に、オレンジリボンをつけていただき、啓発活動に賛同していただきたいと思います。 
 
本活動は、全国オレンジリボン児童虐待防止全国ネットワークの応援も得ております。 
 
                             平成 23年 10月 11日  

                              加藤曜子・ゼミ生一同 

                              流通科学大学サービス産業学部 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 



 

資料 調査３                          ２０１１年１１月１５日 

  
オレンジリボンに関するアンケート調査  

    （実施主体：加藤曜子ゼミ） 

 
さる１０月１５日の大学祭におきましては、オレンジリボン運動参加ありがとうございました。今

回フォローアップのアンケートをお願いするしだいです。お忙しい中、ご協力よろしくお願いします。 
 これはテストではありませんので、ありのままご回答をお願いいたします。あてはまる回答に○で

囲んでください。記入漏れのないようにお願いいたします。 
 
 
１． あなたは、今年（２０１１年）の大学祭(流行祭)の一日目の 

１０月１５日に参加しましたか？ 
①はい  ②いいえ 

 
２． あなたは、大学祭（流行祭）前にオレンジリボンという言葉を 

聞いたことがありましたか？ 
     ①はい   ②いいえ 

 
３．   あなたは、大学祭（流行祭）で、配布されたオレンジリボンをつけましたか？ 

①はい  ②いいえ  
                

４．  オレンジリボンの意味は以下のどれでしょうか？ 
① エイズ撲滅運動 
② 乳がん検診の早期受診と治療を推進 
③ 移植医療運動 
④ 児童虐待防止、子どもを守る運動 
⑤ 環境保護活動 

 
５． あなたは、今後、オレンジリボン運動を応援しますか？ 

 ①はい   ②いいえ 
                 
あなたは ①男性 ②女性 
      
 
                        ありがとうございました。 
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 2011 年 7 月 30 日 
   
 
 
 
各都道府県 虐待対応担当者 各位 
 
 
 

都道府県における児童虐待防止啓発活動についての調査ご回答依頼 
 
 
平素はお世話になります。 

このたび、私どもは、自治体の委託を受け、大学生による児童虐待防止啓発事業開発について進めて

おります。是非、趣旨にご賛同を賜りますことをお願い申し上げます。 
 
 近年、乳幼児の虐待事案は増加の一途をたどっております。中でも若い妊娠、出産など、青少年問

題として、虐待問題を取り組む必要性を感じています。そういった若い親と同年代の学生自らが、児

童虐待問題をどのようにとらえていくのかを考える課程の中で、児童虐待防止啓発活動が実際、各自

治体でどのように取り組まれているのかを調べていくことになりました。 
  
 お忙しいこととは思いますが、是非回答をよろしくお願い致します。 
 回収したアンケート用紙は統計的に処理し、得たデータは調査目的以外に使用することはありませ

ん。調査の主旨をご理解いただき、ご協力お願いします 
 また、結果につきましては、後日、希望があれば、送付させていただきたいと願っております。 
 8 月 20 日までにご返送いただければ幸いです。 
 
 
 
                   流通科学大学 サービス産業学部  
                     子ども家庭福祉演習生  名 
                     担当指導教官     加藤曜子 
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